
巻
頭
言 

「
産
業
理
工
学
部
・
研
究
科
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
国
際
化
」

政
府
主
導
で
日
本
の
大
学
の
国
際
化
を
推
進
す
べ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
30
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

推
進
事
業
）」
が
平
成
22
年
度
に
始
動
し
た
。
外
国
人
留
学
生
に
魅
力
的
な
教
育
を
提
供
し
、
留
学
生
と
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
の
中
で
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
わ
が
国
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
30
に
採
択
さ
れ
た
13
大
学
で

は
、「
英
語
に
よ
る
授
業
等
の
実
施
体
制
の
構
築
」「
留
学
生
受
入
れ
に
関
す
る
体
制
の
整
備
」「
戦
略
的
な
国
際
連
携
の
推
進
」
な
ど
、
国
際
化
の

拠
点
と
し
て
の
総
合
的
な
体
制
整
備
を
図
り
、「
産
業
界
と
の
連
携
」「
拠
点
大
学
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
、
資
源
や
成
果
の
共
有
」
な
ど
、

多
彩
な
取
り
組
み
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
13
大
学
に
は
７
つ
の
国
立
大
学
に
加
え
て
、
慶
応
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
上
智
大
学
、
明
治
大
学
、

同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
が
含
ま
れ
て
い
る
。

近
畿
大
学
に
お
い
て
も
教
育
・
研
究
の
国
際
化
が
強
力
か
つ
急
速
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
大
学
間
で
の
学
術
交
流
協
定
、
交
換
留
学
、
語
学
研

修
、
短
期
研
修
、
海
外
研
修
ツ
ア
ー
「
未
来
を
ひ
ら
く
旅
」、
21
世
紀
を
生
き
る
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
等
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
学
術
交
流
協
定
締
結
は
２
０
１
３
年
７
大
学
、
２
０
１
４
年
36
大
学
（
前
年
比
５
０
１
％
）、
２
０
１
５
年
51
大
学
（
同
１
４
２
％
）、
交
換

留
学
は
２
０
１
３
年
１
１
８
名
、
２
０
１
４
年
１
７
８
名
（
前
年
比
１
５
１
％
）、
２
０
１
５
年
１
５
６
名
（
同
86
％
）、
短
期
受
け
入
れ
学
生
数
は

２
０
１
３
年
64
名
、
２
０
１
４
年
１
８
９
名
（
前
年
比
２
９
５
％
）、
２
０
１
５
年
２
３
５
名
（
同
１
２
４
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
近
畿
大
学
は
世
界

40
カ
国
・
地
域
の
１
８
６
大
学
・
機
関
と
協
定
を
結
び
、
世
界
17
カ
国
・
地
域
か
ら
３
０
０
名
を
超
え
る
留
学
生
が
学
ぶ
国
際
色
豊
か
な
大
学
と
な
っ

て
い
る
。

産
業
理
工
学
部
で
も
虎
尾
科
技
大
学
（
台
湾
）、
東
西
大
学
（
韓
国
）、
湖
南
大
学
校
工
科
大
学
（
韓
国
）、
タ
イ
グ
ェ
ン
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）
と

学
術
交
流
協
定
を
結
び
、
虎
尾
科
技
大
学
か
ら
は
毎
年
10
名
前
後
の
科
目
等
履
修
生
を
受
け
入
れ
、
20
名
前
後
を
虎
尾
科
技
大
学
へ
の
短
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
派
遣
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
た
留
学
生
に
対
し
て
は
、
日
頃
の
学
業
、
生
活
指
導
に
加
え
て
、
国
際
交
流
カ
フ
ェ
を
毎
月
１
回
開

催
し
て
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
交
流
の
場
を
持
つ
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
６
月
、
創
立
50
周
年
記
念
行
事
と
し
て

国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
タ
イ
グ
ェ
ン
農
林
大
学
タ
オ
博
士
ら
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
近
畿

大
学
教
育
改
革
・
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
を
受
け
て
近
大
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
と
題
し
た
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

２
０
１
７
年
２
月
１
日
‐
９
日
に
実
施
し
た
。
台
湾
、
中
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
28
名
が
参
加
し
て
、
専
門
コ
ー
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
日
本
語
講
義
、
工
場
見
学
等
を
通
し
て
、
産
業
理
工
学
研
究
科
の
内
容
を
紹
介
し
、
教
員
、
在
学
生
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
当
初
の
20
名
の
募
集
に
対
し
て
60
名
近
い
応
募
が
あ
り
、
参
加
者
の
中
か
ら
２
名
は
す
で
に
産
業
理
工
学
研
究
科
を
受
験
す
る
意
志
を
示
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
学
生
の
日
本
留
学
に
対
す
る
強
い
熱
意
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
留
学
に
向
け
て
の
経
済
的
基
盤
や
各
国
政
府
の
支
援
体
制
も

整
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
現
在
、
産
業
理
工
学
部
に
８
名
、
同
大
学
院
に
１
名
が
正
規
入
学
し
、
科
目
等
履
修
生
６
名
が
学
ん
で
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
２
名
が
２
０
１
７
年
４
月
に
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
入
学
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
理
工
学
研
究
科
で
は
、
他
研
究
科
に
先
駆
け
て
留
学
生
向
け
の
英
語
に
よ
る
大
学
院
入
試
実
施
要
項
や
一
連
の
入
学
試
験
出
願
書
式
が
整

い
、
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
て
面
接
試
験
を
実
施
し
て
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
研
究
科
紹
介
英
語
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
英
語
版
研
究
者
紹
介
の
冊
子
を

作
成
し
、
英
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
お
り
、
留
学
生
受
け
入
れ
の
環
境
整
備
は
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
実
施
し
て
い

る
日
本
留
学
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
現
地
日
本
語
学
校
等
と
の
連
携
、
各
大
学
と
の
交
流
・
連
携
強
化
を
推
進
し
て
、
留
学
生
へ
の
広
報
を
強
化
す
れ

ば
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
相
当
数
の
入
学
者
が
見
込
ま
れ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
産
業
理
工
学
部
・
研
究
科
の
特

徴
の
一
つ
に
な
る
と
同
時
に
、
在
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
及
び
国
際
貢
献
に
も
寄
与
す
る
と
期
待
で
き

る
。
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